
　三豊市男女共同参画プランの策定資料として、３月に実施したアンケート調査の結果がまとまりました

のでお知らせします。

　概要として

　　・三豊市は香川県全体に比べて三世代で構成する家庭が多い。［問２］

　　・男女の平等感としては家庭生活・職場などの分野で男性が優遇されていると感じている人が多く、

　　　また学校教育の場では半数以上の人が男女平等だと答えています。［問３］

～三豊市男女共同参画プラン策定に向けて～～三豊市男女共同参画プラン策定に向けて～

調査年月 平成１９年２月～３月

あなたの性別は

アンケート結果

３９.１％

５.２

２１.３

４２.６

４４.０

２２.９

２７.１

１７.０
２.９

７.１

１.８

０.９

７.２

男性

１.９％

無回答

（抜粋）

５９.０％

女性

あなたは、下記のそれぞれの分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか

現在同居している家族の構成は、次のうちどれですか

調査対象 ２０歳以上の市民２,０００人
回 収 数 １,０１８人 回 収 率 ５０.９％

単身世帯（ひとり暮らし）

家庭生活で

職場で

学校教育の場で

政治の場で

社会の制度で

社会通念・習慣しきたりなどで

男性の方が非常に優遇されている

男女平等である

女性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性が優遇されている

どちらかといえば女性が優遇されている

わからない

社会全体

一世代世帯（夫婦のみ）

二世代世帯（親と子）

三世代世帯（親と子と孫）

その他の世帯

無回答

三豊市

（単位：％）

（単位：％）

香川県２００１年
県民意識調査

０ １００

問１

問３

問２
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男性が女性とともに家事、子育て、介護、地域活動に参加することが望まれていますが、そのため

には、どのようなことが必要だと思いますか

最近、出生率が低下し、少子化が進んでいますが、

何が原因だと思いますか（3つまで選んでください）

男女共同参画を形成するため、今後、行政はどのようなことに力を入れるべきだと思いますか

あなたは、DV（家庭内暴力）を経験したこ

とがありますか

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくとる

男性が家事に参加することに対する男性自身の抵抗感をなく
する

労働時間短縮や休暇制度を普及させることで、仕事以外の時間
をより多く持てるようにする

子育てのための経済的負担が大きい�      

男女ともに初婚年齢が高くなり、未婚も増えた�       

子育てより自分の生活を充実させたい�      

子育てが妻の負担になっており、夫の協力が足りない�      

独身男女の出会いの場が少ない�       

子どもを産む必要がないと思う人が増えた�       

子どもを取り巻く生活環境や凶悪犯など社会環境が悪い�       

出産や育児は精神的・肉体的負担が大きい�       

子どもは少なく産んで十分手をかけて育てたい�       

住まいが狭い、住居費が高いなど住宅事情が悪い�       

年配者や周りの人が、夫婦の役割分担等についての当事者の
考え方を尊重する

男性による家事、子育て、介護、地域活動について、社会の中
での評価を高める

DVを受けたことがある�    

DVをふるったことがある�    

身近にDVを受けた当事者がいる�    

身近な人から相談を受けたことがある�

DVを経験したことも、身近で聞いた
こともない

６８.１

５０.２

３８.２

３４.６

３３.９

４７.０

４２.０

３６.５

３２.７

３１.４

３０.３

（単位：％） （単位：人）

（単位：％）

（単位：％）

男性 女性

保育の施設、高齢者や病人の施設、介護サービスを充実させる

社会の制度の面で見直しを行う

女性を政策決定の場に積極的に登用する

職場における男女の均等な取り扱いについて、周知徹底を行う

女性の就労の機会を増やしたり、従来女性の就労が少なかった分野へ
女性の進出を促進するため、職業教育や職業訓練を充実させる

学校教育や社会教育の生涯学習の場で、男女の平等と相互の
理解や協力についての学習を充実させる

　このアンケートの結果は、三豊市男女共同参画プランの策定や今後の施策立案の指針とさせていただきます。

ご協力ありがとうございました。

　なお、紙面の都合から広報紙では市民アンケートの一部を抜粋していますが、全体の結果や事業所アンケート

は三豊市のホームページに掲載していますのでご覧ください。

問４

問５

問７

問６

保育施設や育児休業などの子育てと仕事を両立させる
社会的仕組みが整っていない�      

問い合わせ　企画課　☎ ６２－１１１５

▲
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